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補
正
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▲介護予防『鶴亀教室』
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おんじゅく議会だより 平成20年 11月 No.150

審議しました
　平成２０年９月１８日に９月招集第３回定例会が開催され、
１６議案を可決・承認しました。

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

平
成
二
十
年
六
月
十
八
日
に
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
公
布
さ
れ
、
町
の
関
係
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

主
な
改
正
内
容
は
、
議
会
議
員
の
「
報
酬
」
の
名
称
が
「
議
員

報
酬
」
に
改
め
ら
れ
た
他
、
条
例
番
号
の
改
正
を
し
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
及
び
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
よ
り
公
益
法
人
に
関
す
る
法
律
が
改

正
さ
れ
、
従
来
の
社
団
法
人
や
財
団
法
人
が
完
全
に
廃
止
さ
れ
ま

す
。
今
回
の
改
正
で
は
、
新
た
に
設
立
可
能
と
な
る
法
人
は
、
一

般
社
団
法
人
・
一
般
財
団
法
人
・
公
益
社
団
法
人
・
公
益
財
団
法

人
の
四
種
類
で
す
。

　

こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法

条
例
の
改
正

人
に
関
す
る
法
律
等
の
町
関
係
条
例
を
整
備
し
ま
し
た
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
等
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正

　

こ
の
助
成
事
業
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対
し
て
医
療
費
、
調

剤
費
及
び
診
療
報
酬
の
一
部
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
医
療
費
等

の
負
担
を
軽
減
し
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
費
の
二
分
の
一
を
千
葉
県
の
助
成
を
受
け
て
実
施
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
回
、
県
が
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
実
施
要
綱
を
改

正
し
、
受
給
資
格
者
の
要
件
の
追
加
及
び
対
象
者
の
拡
大
、
助
成

対
象
等
の
変
更
を
行
っ
た
た
め
、
町
で
も
条
例
を
改
め
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　

特
定
健
診
等
の
事
業
費
及
び
平
成
十
九
年
度
の
退
職
者
医
療
費

確
定
に
伴
う
交
付
金
の
精
算
に
よ
る
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

五
百
九
十
一
万
七
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を

十
億
二
千
七
百
一
万
四
千
円
と
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　

人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
、
事
務
費
及
び
施
設
入
所
者
増
加
に

伴
う
保
険
給
付
費
の
増
額
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

六
百
十
五
万
二
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を

六
億
一
千
六
百
八
十
四
万
六
千
円
と
し
ま
し
た
。

※
「
一
般
社
団
法
人
」
と
は
、
二
人
以
上
の
人
が
集
ま
っ
て
作
る
団
体

を
い
い
、
一
定
の
額
の
財
産
の
集
ま
り
に
法
人
格
を
持
た
せ
た
も
の

を
「
一
般
財
団
法
人
」
と
い
う
。
公
益
法
人
に
つ
い
て
は
、
原
則
非

課
税
と
な
る
。
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▲教育民生委員会学校訪問 ( 御宿小学校 )
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審議しました

平
成
十
九
年
度
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
並
び
に
資
金

不
足
比
率
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
年
四
月
か
ら
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て
議

会
へ
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
財
政
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

透
明
性
を
確
保
し
、
一
定
の
基
準
に
基
づ
き
行
政
上
の
措
置
を
講

ず
る
こ
と
に
よ
り
健
全
化
を
図
る
も
の
で
す
。

　

町
の
平
成
十
九
年
度
決
算
の
健
全
化
判
断
比
率
は
基
準
の
範
囲

内
で
す
。

　

ま
た
、
水
道
事
業
に
お
け
る
資
金
不
足
率
の
不
足
額
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

御
宿
小
学
校
校
舎
及
び
屋
内
運
動
場
耐
震
補
強
・
大
規

模
改
修
工
事
請
負
計
画
の
締
結
事
項
の
変
更
に
つ
い
て

　

耐
震
補
強
工
事
に
お
い
て
、
一
部
設
計
変
更
箇
所
が
あ
り
、
契

約
金
額
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

当
初
契
約
金
額
一
億
三
千
二
十
万
円
に
百
八
十
六
万
九
千
円
を

追
加
し
、
一
億
三
千
二
百
六
万
九
千
円
と
し
ま
し
た
。

老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
二
号
）

　

平
成
二
十
年
度
老
人
医
療
費
の
支
払
い
に
つ
い
て
、
月
遅
れ
分

及
び
精
算
分
が
当
初
の
見
込
み
額
を
上
回
っ
た
こ
と
等
に
よ
り
専

決
処
分
を
行
い
ま
し
た
。

　

百
六
十
八
万
五
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を

一
億
三
千
百
二
十
万
円
と
し
ま
し
た
。

御
宿
町
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正

　

政
務
調
査
費
の
支
給
額
を
月
五
千
円
か
ら
三
千
五
百
円
に
減
額

し
ま
し
た
。
ま
た
、
透
明
性
を
確
保
し
適
正
な
運
用
を
明
確
化
す

る
た
め
、
収
支
報
告
書
に
領
収
書
の
添
付
を
義
務
付
け
る
こ
と
等

条
例
を
改
め
ま
し
た
。

　
御
宿
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、
第
百
条
第
十
二
項
に
「
協
議
、

調
整
の
項
目
」
が
新
設
さ
れ
、
現
行
の
規
定
が
一
項
ず
つ
繰
り
下

げ
ら
れ
た
た
め
、
町
議
会
会
議
規
則
で
引
用
し
て
い
る
法
律
の
項

番
号
並
び
に
字
句
を
改
め
ま
し
た
。

＊
こ
の
他
、「
町
税
条
例
の
一
部
改
正
」
に
つ
い
て
も
審
議
し
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分

９月招集 第３回定例会

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　

燃
油
高
騰
に
よ
る
水
産
業
へ
の
緊
急
対
策
や
活
力
あ
る
ふ
る
さ

と
づ
く
り
基
金
の
積
み
立
て
の
ほ
か
、
公
用
車
燃
料
費
の
不
足
額

に
つ
い
て
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

二
千
五
百
万
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を

二
十
八
億
百
八
十
万
円
と
し
ま
し
た
。

議
員
発
議
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平成19年度決算状況
一般会計・特別会計・企業会計決算を認定しました。

　一般会計の歳入決算総額は、30 億 7,137 万 6 千円で前年度に比べ 6,948 万 1 千円の増額となりました。

　増額の主な要因としては、御宿小学校校舎及び屋内運動場に係る耐震補強工事に伴い、国庫支出金や町債が

増加したほか、繰越事業に係る充当財源の影響等があげられます。町税の状況をみますと、歳入全体の 32.8％

を占め、税源移譲や定率減税の廃止等により住民税において増収となりました。また、特別交付税においても

産業振興施策や防災対策、日西墨交流４００周年記念事業が「頑張る地方応援プログラム」の第１次採択を受

けたことから前年度を大きく上回っております。地方分権が進む中で安定した自主財源の確保は重要であり、

将来需要を見据え、より一層の財源確保が求められております。

　歳出決算総額は、29 億 2,304 万 7 千円となり、前年度に比べ 1億 1,489 万円の増額となりました。

　決算額の増加は、後期高齢者医療制度の施行に向けた電算システム開発経費や児童手当に係る制度改正のほ

か、継続事業である漁港整備事業における繰越等の影響によるものです。一方、事務管理経費をはじめとする

経常経費の状況をみますと議員定数の改正や各種委託料の見直しのほか、職員でできることや地域住民や各種

団体の理解と協力を求めるものなど、これまでの取組みに創意工夫をすることにより歳出の抑制が図られました。

また、将来の財政安定化を目的とした財政調整基金や減債基金への積立も行われ、健全な財政運営が伺えます。

●歳入では療養給付費交付金等の増加、歳出では後期高齢者医療制

度の開始及び国民健康保険法改正に伴うシステム改修経費等が支

出の主な要因となりました。

●転出等の理由により、老人保健加入者は前年度に比べ 76 人減の

1,641 人となりました。

　また、高額医療費の支給などによって、１人あたりの医療費が前

年度に比べて増加しています。

●当町の 75 歳以上の数は平成 20 年 3 月末で 1,584 人 ( 前年より 24
人増 ) となり、高齢化は緩やかに進行しています。
　平成 19 年 4月から「おんじゅく地域包括支援センター」が開設し、
保健師や社会福祉士による介護予防マネジメントや各種相談等を
行っています。

●給水戸数 3,575 戸、給水人口 7,837 人は前年度に比べ 53 人増えま

した。

　給水戸数並びに給水人口は増加しているものの、１戸あたりの使

用量は減っています。

決算額 前年度比
歳　入 1,135,040 8.1% 増
歳　出 1,085,903 12.3% 増

決算額 前年度比
歳　入 1,158,058 12.4% 増
歳　出 1,126,242 9.5% 増

決算額 前年度比
歳　入 592,566 7.0% 増
歳　出 570,103 8.8% 増

収益的 資本的
収入決算額 254,687 7,035
支出決算額 267,185 56,297

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

水道事業会計

老人保健特別会計

※単位：千円

一般会計

総務費
587,594

民生費
616,096

衛生費
494,299農林水産業費

78,481

商工費
87,613

土木費 
104,890

消防費
188,543

教育費
235,215

災害復旧費
55,501

公債費
411,319

議会費
63,496

町税
1,006,961

地方交付税
802,373

財産収入
20,702

国庫支出金
127,263

県支出金
140,742

町債
177,849

その他
601,748繰越金

193,738
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区
別
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と

や
、
農
業
協
同
組
合
が
管
理

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

か
ら
、
今
回
の
支
援
事
業
か

ら
除
外
し
ま
し
た
。

　

今
後
町
と
し
て
も
、
県
の

動
向
を
注
視
な
が
ら
、
可
能

で
あ
れ
ば
支
援
事
業
を
検
討

し
て
い
き
た
と
考
え
ま
す
。

（
答
弁
：
産
業
観
光
課
長
）

跡
地
利
用
の
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

昨
年
と
今
年
の
五
月
に

輝きに満ちた活力ある町づくりに向け輝きに満ちた活力ある町づくりに向け輝きに満ちた活力ある町づくりに向け

一般質問

3名の議員が

＊一般質問の内容は、要約して掲載していますので、全文 (会議録 ) をご覧になりたい方は、
　町ホームページをご利用ください。

各
種
産
業
に
お
け
る
原
油
高
騰
の
対
策
に
つ
い
て 　
　
　
　

  　
　
　

 

小
川　

征
議
員

県
の
動
向
を
見
な
が
ら
支
援
事
業
を
検
討
し
て
い
き
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　

   

産
業
観
光
課
長

燃
料
高
騰
に
よ
る
漁

業
や
農
業
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て
、
国
・
県
の

対
策
や
今
後
の
見
直
し
を
説

明
願
い
ま
す
。
ま
た
、
御
宿

町
の
基
幹
産
業
へ
の
対
策
に

つ
い
て
も
伺
い
ま
す
。

国
で
は
、
燃
油
高
騰
に

伴
う
影
響
を
受
け
る

産
業
に
対
し
、
緊
急
的
な
支

援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
現
在
、
県
議
会

開
催
中
で
あ
り
、
議
会
終
了

後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
す
る

担
当
課
に
連
絡
及
び
説
明
会

を
実
施
す
る
と
伺
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
で
は
、
先
ほ

ど
原
油
価
格
高
騰
に
伴
う
水

産
業
振
興
施
策
の
拡
充
に
関

し
て
、
議
員
全
員
並
び
に
漁

業
者
九
十
名
の
要
望
を
真
摯

に
受
け
と
め
、
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。
農
業
者
に
お
い

て
も
同
様
に
支
援
事
業
を
検

討
し
ま
し
た
が
、
農
業
者
に

つ
い
て
は
、
ハ
ウ
ス
園
芸
と

自
宅
等
で
使
用
す
る
燃
油
の

QA

QA

学
校
法
人
の
役
員
の
方
が
現

地
や
役
場
を
訪
れ
、
学
校
や

施
設
の
状
況
等
に
つ
い
て
視

察
を
さ
れ
た
後
、
六
月
に
は

学
校
法
人
側
か
ら
、
施
設
の

視
察
チ
ー
ム
と
し
て
、
い
ろ

い
ろ
資
格
を
持
っ
た
方
が
立

地
条
件
、
耐
震
化
等
の
専
門

的
な
視
察
を
行
い
ま
し
た
の

で
、
先
月
、
そ
の
後
の
学
校

法
人
の
状
況
に
つ
い
て
、
担

当
者
に
伺
い
ま
し
た
が
、
ま

だ
価
格
の
面
で
検
討
中
と
い

う
こ
と
で
し
た
が
、
今
後
も

県
と
連
絡
を
密
に
し
て
、
対

応
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

町
づ
く
り
に
公
共
用
地

を
活
用
す
る
の
も
一
つ

の
方
法
か
と
思
い
ま
す
が
、

天
の
守
の
町
有
地
な
ど
の
将

来
的
な
活
用
策
を
伺
い
ま
す
。

天
の
守
の
他
に
も
町
有

地
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に

つ
い
て
も
適
正
に
民
間
に
譲

渡
し
て
固
定
資
産
税
を
課
税

し
、
利
用
さ
れ
て
い
な
い
場

所
を
町
の
活
性
化
に
役
立

て
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
ま
す
。
特
に
広
い
天

の
守
に
つ
い
て
は
、
議
員

の
ご
質
問
の
よ
う
に
活
性

化
と
し
て
企
業
誘
致
も
一

つ
の
方
法
で
す
が
、
今
の
経

済
状
況
で
す
と
こ
の
広
い

土
地
に
入
ら
れ
る
企
業
が

あ
る
の
か
は
、
明
る
い
見
通

し
が
あ
る
と
い
う
状
況
に

は
必
ず
し
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
い
ろ
い
ろ
ご
意

見
を
い
た
だ
き
町
と
民
間
、

議
会
等
も
含
め
て
検
討
会

等
を
立
ち
上
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
：
企
画
財
政
課
長
）

こ
れ
ま
で
に
な
い
想
定

外
の
災
害
に
対
す
る
調

査
対
応
に
つ
い
て
、
町
の
考

え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

集
中
豪
雨
に
よ
る
危

険
箇
所
や
が
け
崩
れ

QA

QA

旧
御
宿
高
校
跡
地
利
用

に
つ
い
て

集
中
豪
雨
へ
の
対
策
に

つ
い
て
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等
に
よ
り
建
物
が
破
壊
さ
れ
、
住

民
に
大
き
な
被
害
が
生
じ
る
恐
れ

の
あ
る
地
域
に
土
砂
災
害
警
戒
水

域
と
し
て
昨
年
町
内
十
カ
所
を
千

葉
県
が
指
定
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

水
害
の
備
え
と
し
て
は
、
大
雨

洪
水
警
報
、
土
砂
災
害
警
報
に
関

す
る
気
象
情
報
な
ど
、
防
災
に
関

す
る
情
報
を
住
民
の
皆
様
へ
い
ち

早
く
無
線
で
お
知
ら
せ
し
、
災
害

対
策
を
迅
速
、
的
確
に
行
え
る
よ

う
留
意
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
局
地
的
な
災
害
が
発
生

し
、
が
け
崩
れ
の
恐
れ
が
あ
る
と

き
な
ど
は
、
自
主
避
難
が
で
き
る

よ
う
、
避
難
所
の
開
設
を
す
る
な

ど
の
対
応
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
土
砂
災
害

の
危
険
箇
所
の
定
期
的
な
見
回
り

や
、
側
溝
の
清
掃
等
の
維
持
管
理

を
行
う
な
ど
、
災
害
か
ら
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
の
点
検
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
消
防
団
、
自
主
防
災
会

と
の
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
連
携

を
強
化
し
、
災
害
に
強
い
町
づ
く

り
の
推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

先
般
の
町
防
災
訓
練
で
も
簡

易
ト
イ
レ
の
設
置
訓
練
を
含

め
て
実
施
し
ま
し
た
が
、
設
置
台

Q

数
の
確
保
が
急
務
と
考
え
ま
す

が
。

有
事
の
際
に
は
各
事
業
者
、

海
岸
売
店
等
な
ど
の
簡
易
ト

イ
レ
を
借
り
る
な
ど
、
町
内
の
保

有
数
を
確
認
し
、
使
用
計
画
的
な

も
の
が
で
き
な
い
も
の
か
調
査
検

討
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
仮
設

ト
イ
レ
等
に
つ
い
て
は
、
合
併
症

を
併
発
す
る
と
い
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
重
要
な
施
設
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
町
内
に
所
有
す
る
会
社

が
あ
る
か
確
認
し
、
協
定
が
で
き

れ
ば
と
考
え
ま
す
。

救
命
機
材
と
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
町

内
の
学
校
等
公
共
施
設
に
何
台

ぐ
ら
い
配
置
し
て
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
は
公
共
施
設

に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
在

民
間
で
四
ヶ
所
四
基
が
設
置
し
て

あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

(

答
弁
…
総
務
課
長)

A

岩和田漁港整備について　　
瀧口　義雄議員

環境基準にそって、検討したいと考えます
産業観光課長

岩
和
田
漁
港
の
荷
揚
げ
場
付

近
が
堆
積
し
、
作
業
に
大
変

支
障
を
き
た
し
て
い
る
と
聞
き
ま

し
た
。
町
は
ど
う
把
握
し
て
い
ま

す
か
。
ま
た
、
堆
積
物
の
除
去
に

つ
い
て
も
伺
い
ま
す
。

平
成
十
六
年
度
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
岩
和
田
漁
港
の

整
備
計
画
の
中
で
、
停
泊
地
の

し
ゅ
ん
せ
つ
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
十
八
年
度

に
行
い
ま
し
た
深
浅
の
測
量
の

結
果
で
、
港
内
に
ど
の
よ
う
に

し
ゅ
ん
せ
つ
汚
泥
が
沈
殿
し
て

A

い
る
か
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い

ま
す
。
今
ま
で
の
港
内
の
し
ゅ
ん

せ
つ
汚
泥
の
処
理
方
法
は
、
運
搬

船
に
よ
り
海
洋
投
棄
す
る
と
い
う

処
理
方
法
を
計
画
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら

環
境
基
準
の
強
化
に
よ
り
、
基
準

に
合
わ
な
い
汚
泥
の
海
洋
投
棄
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
十
九
年
度
に
行
っ
た
岩
和

田
漁
港
で
の
し
ゅ
ん
せ
つ
汚
泥
の

検
出
調
査
の
結
果
、
油
分
と
硫
化

物
の
値
が
海
洋
投
棄
の
環
境
基
準

値
を
超
え
て
い
た
た
め
、
し
ゅ
ん

せ
つ
汚
泥
の
海
洋
投
棄
が
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
事
業
計
画
は
、
平
成

二
十
二
年
度
を
最
終
年
と
す
る
事

業
計
画
で
事
業
を
行
っ
て
い
く
た

め
、
事
業
実
施
順
位
を
変
更
し
、

現
在
、
東
防
波
堤
灯
台
の
新
設
工

事
並
び
に
南
防
波
堤
か
ら
マ
イ
ナ

ス
二
・
五
メ
ー
ト
ル
の
物
揚
場
新

設
工
事
及
び
防
波
堤
嵩
上
げ
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
の
方

針
と
し
て
は
、
現
在
の
事
業
の
中

で
行
う
か
他
事
業
で
行
う
か
。
ま

た
、
新
し
い
処
分
方
法
も
開
発
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
検
討
課
題
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
し
ゅ
ん
せ
つ

部
分
に
い
て
は
、
海
洋
投
棄
処
分

で
は
な
く
、
陸
上
運
搬
に
よ
る
埋

め
立
て
で
あ
れ
ば
、
環
境
基
準
は

満
た
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
し
ゅ

ん
せ
つ
汚
泥
は
水
分
が
含
ま
れ
て

お
り
、
あ
る
程
度
乾
燥
さ
せ
て
運

搬
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

今
後
で
き
れ
ば
中
山
間
地
域
総
合

整
備
事
業
と
の
連
携
、
第
一
次
産

業
の
共
有
の
課
題
と
い
う
形
で
処

理
場
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

　

ま
た
、
近
隣
の
例
え
ば
川
津
漁

港
に
お
い
て
も
本
年
度
、
底
質
調

査
を
行
っ
た
結
果
、
や
は
り
環
境

基
準
か
ら
ち
ょ
っ
と
危
な
い
と
い

う
こ
と
も
聞
い
て
お
り
ま
す
。
漁

港
を
持
っ
て
い
る
市
町
村
に
と
っ

て
は
、
こ
の
環
境
基
準
の
結
果
に

よ
っ
て
は
大
き
な
今
後
の
問
題
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
：
産
業
観
光
課
長
）

Q

QA
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来年度に向けての基本的な予算編成方針は
石井　芳清議員

皆さんのご協力をいただきながら事業を成
功させたいと考えます　　　　　　　

企画財政課長

A

基
本
的
な
予
算
編
成
方
針
を

伺
い
ま
す
。

予
算
編
成
方
針
は
、
国
・
県

の
指
針
を
受
け
て
概
ね
十

一
月
に
向
け
て
編
成
方
針
を
作
成

し
て
各
課
に
示
す
と
い
う
の
が
通

例
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
で
き
る

活
力
あ
る
安
定
し
た
地
域
経
営
を

進
め
る
た
め
行
政
改
革
大
綱
に
基

づ
き
、
コ
ス
ト
の
削
減
は
も
ち
ろ

ん
、
地
域
や
住
民
の
皆
さ
ん
の
潜

在
的
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し

て
公
と
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
分
担
し
合
い
な
が
ら
力
を
発

揮
で
き
る
仕
組
み
を
作
り
、
住
民

自
治
の
強
化
と
住
民
協
働
の
促

進
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

来
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日

西
墨
交
流
四
百
周
年
記
念
の
山

場
を
迎
え
る
年
と
な
り
、
メ
キ
シ

コ
大
統
領
の
来
町
に
つ
き
ま
し

て
も
、
外
務
省
を
通
じ
具
体
的
に

調
整
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
力

を
結
集
さ
せ
て
事
業
を
成
功
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

法
の
概
要
と
町
の
対
応
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

財
政
の
健
全
化
法
に
つ
い
て
町

の
現
状
で
は
、
早
期
に
健
全
化
を

図
る
と
い
う
よ
う
な
状
況
に
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
大
き
な
行
政

課
題
を
抱
え
た
と
き
や
平
成
二
十
三
年

度
に
は
公
債
費
が
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
と
い
う
状
況
も
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
辺
に
充
分
注
意
し
な
が
ら
、

健
全
財
政
を
維
持
し
て
い
き
た
い

と
い
う
こ
と
と
情
報
公
開
の
徹
底

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

決
算
の
概
要
を
分
析
し
各
財
政
指

標
と
あ
わ
せ
て
、
今
後
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

(

答
弁
…
企
画
財
政
課)

自
治
体
に
お
い
て
も
、
温
暖

化
対
策
の
実
行
化
計
画
策
定

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
が
。

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

に
関
す
る
法
律
に
は
、
地

方
公
共
団
体
の
実
行
計
画
は
、
都

道
府
県
及
び
市
町
村
の
事
務
及
び

事
業
に
関
し
、
期
限
は
定
め
て
お

り
ま
せ
ん
が
策
定
を
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

御
宿
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

東
京
電
力
と
協
同
し
て
、
Ｃ
Ｏ
２

家
計
簿
と
い
う
も
の
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
民
館
で
は
、
植
物
の

ゴ
ー
ヤ
で
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を

設
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
特

に
午
後
か
ら
は
、
室
温
の
軽
減
に

一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
話

を
聞
い
て
い
ま
す
。

　

計
画
の
作
成
時
期
で
す
が
、
公

共
機
関
、
庁
舎
だ
け
で
な
く
、
学

校
、
病
院
、
公
共
施
設
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
が
対
象
と
い
う
こ
と

で
す
の
で
近
々
に
計
画
を
始
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

(

答
弁
…
建
設
環
境
課
長)

財
政
が
厳
し
い
今
こ
そ
、
町

民
の
声
を
反
映
す
る
制
度
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す
が
。

公
聴
制
度
に
つ
い
て
、
町
で

は
公
聴
及
び
処
理
事
案
要
領

を
定
め
て
お
り
、
住
民
か
ら
の
要

望
、
苦
情
な
ど
は
、
原
則
と
し
て

総
務
課
が
窓
口
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
課
名
、
係
を
指
定
し
た
も
の

や
、
直
接
担
当
課
窓
口
で
受
け
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
で
対

応
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
に

は
、
匿
名
の
も
の
も
多
く
、
一
方

的
に
個
人
的
な
意
見
も
あ
り
、
メ

ー
ル
だ
け
の
や
り
取
り
と
い
っ
た

結
果
に
な
り
ま
す
が
、
お
答
え
で

き
る
範
囲
で
の
回
答
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
町
で
は
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
導
入
な

ど
、
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
ご
意
見

を
行
政
に
反
映
す
る
手
法
に
努
め

て
い
ま
す
。
第
五
次
行
政
改
革
大

綱
実
施
計
画
に
お
き
ま
し
て
も
盛

り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
町
全
体
の
重
要
な
計

画
の
作
成
等
に
あ
た
っ
て
は
、
行

政
懇
談
会
な
ど
の
開
催
も
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
町
民
相

談
に
つ
い
て
も
、
相
談
し
や
す
い

よ
う
に
定
期
的
な
周
知
に
努
め
ま

す
。

（
答
弁
：
総
務
課
長
）

Q

QA

QA

Q

A

財
政
健
全
化
法
の
施
行

と
本
町
の
対
応
は

地
球
温
暖
化
対
策

公
聴
制
度
の
充
実



●視 察 日 程　10月 22日～ 23日

●参加議員数　10名

※視察は自己負担で行ないました

告 示 日　平成２０年１２月２日(火)

選挙期日　平成２０年１２月７日(日)

◎町議会議員の欠員(１名)に伴うもの

です。

御宿町議会議員
補欠選挙のお知らせ

平成20年第4回定例会が
開会されました

　当町での高齢化が進むなか、人口や産業形態等に類似点の多い自治体規模である草津町を視察し、福

祉行政に関する意見交換や先進事例の研修を行いました。

　現在の草津町は、人口7,419人(65歳以上2,187人・高齢化率29.48%)で平成6年に「草津町総合保健福

祉センター」が建設され、赤ちゃんからお年寄りまでが健康に過ごすために保健と福祉の総合サービス

を担う拠点の場として運営されております。この施設は、保健センターをはじめ地域福祉センターや地

域包括支援センター等が一体となった形態により、生涯を通じた健康づくりを支援し、さまざまな各種

事業を展開しています。

　御宿町においても健康福祉や少子高齢化対策等は喫緊の

課題であり当議会においても積極的に情報を収集し、より

良い地域づくりに向けて努力してまいります。
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秋
も
深
ま
り
、
野
山
に
紅

葉
の
便
り
が
聞
か
れ
る
頃
と

な
り
ま
し
た
。
気
が
付
け
ば

カ
レ
ン
ダ
ー
の
残
り
も
あ
と

一
枚
。

　

来
月
十
二
月
に
は
、
国
保

国
吉
病
院
も
「
い
す
み
医
療

セ
ン
タ
ー
」
と
名
前
も
新
た

に
地
域
医
療
の
担
い
手
と
し

て
、
竣
工
式
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

高
齢
化
の
進
む
夷
隅
地
区

で
医
療
体
制
の
充
実
は
地
域

に
と
っ
て
も
重
要
な
位
置
付

け
と
な
り
ま
す
。

　

連
日
医
療
関
係
の
ニ
ュ
ー

ス
が
報
道
さ
れ
、
木
枯
ら
し

に
耐
え
る
木
々
が
頼
も
し
く

も
う
つ
り
ま
す
が
、
季
節
の

移
り
変
わ
り
の
早
い
中
で
な

か
な
か
木
々
の
よ
う
に
は
過

ご
せ
な
い
も
の
で
す
。

　

今
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
報
で
は
新
型
が
蔓
延
す
る

な
ど
と
あ
り
が
た
く
な
い
便

り
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
自
愛
を
。

　

編
集
委
員
長

　
　
　
　
　

中
村　

俊
六
郎

▲議員視察会議風景写真（草津町役場にて)

◎第３回教育民生委員会協議会

(平成20年10月2日、10月29日)

・教育に関する請願書の取扱いについての協議

・教育施設訪問

常任委員会活動報告

群馬県草津町における、福祉行政の研修を実施しました。

平成20年度議会常任委員会視察研修

　町「お知らせ版」にて11月定例会開会の

お知らせをいたしましたが、11月20日に平

成20年第4回定例会が開会されました。

　詳しくは、次号「議会だよりNo.151」で

ご報告します。


